





Reconnaissance surveys for a possible runway at east of Langhovde 
in 2001 by JARE-42 and 2002 by JARE-43
Yoichi Motoyoshi＊ and Yutaka Katsuta＊
Abstract: Reconnaissance surveys for a possible runway at east of Langhovde
were conducted by JARE-42 in 2001 and by JARE-43 in 2002, respectively.
JARE-42 tried to access the proposed runway site by way of sea ice from Syowa
Station, and established an automatic weather station at the northern Breiva˚gnipa.
JARE-43 flew directly to the site by Shirase helicopters to observe the surface
conditions.  They also established an automatic weather station.  Both surveys have
indicated that the proposed runway at east of Langhovde would be capable of
handling middle- to large-class aircraft.  However, the connection between the
runway and Syowa Station is a further problem to be solved.
要旨: ラングホブデ東方裸氷帯における滑走路調査が第 42 次越冬隊ならびに第
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図 1 調査地域周辺図．赤枠で囲った部分の詳細は，図 3 および図 4 参照．海氷上の赤線は，
第 42 次隊によって設置された走行ルート
Fig. 1. Map showing the areas for the present survey．Refer to Figs. 3 and 4 for details of red




することとなった．第 42 次日本南極地域観測隊 (第 42 次隊と略す．以下同様) は，国立極
地研究所企画調整会議航空機利用検討作業委員会の依頼を受け，出発前にこれまでの考察
(Klokov and Shiraishi, 1997; 白石・Klokov, 1997)，第 38 次隊および第 40 次隊の空中偵察
(金尾・山内，2000; 白石，2001) および合成開口レーダー (SAR) による氷床変動に対する干
渉縞解析の結果 (小澤，私信) を基に，おおよその滑走路候補予定地をラングホブデ東方裸氷
帯と決定した (図 1)．第 42 次隊は越冬期間中の 2001 年 11 月に候補地へのアクセスルート

















り，海氷から雪上車が上陸するのは不可能に近いと思われた．その後 10 月 9 日のフライト
で，ブライボークニーパ北縁に若干のドリフトがつき，雪上車でなんとか取り付けそうな地




・日程: 2001 年 11 月 5 日~7 日
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11 月 6 日: ラングホブデ雪鳥小屋から取り付き地点到着 (1015)．本吉，柳澤がゾンデー
レンしつつ雪上車を誘導，ブライボークニーパ北縁のモレーン帯北側に沿って登高し
た．気象測器設置地点にて，気象測器を組立・設置 (69°19.687'S，39°47.302'E)．昼
食後，内陸方面に向かってルート工作を開始．約 2 km ほど進んだ場所で，10 月 9 日
の偵察飛行で視認した，ルートとほぼ平行して走るクレバス帯の南西端に達したと判
断し，その後の走行を控えた．周辺一帯の青氷は，波長 10 cm 程度，深さ数 cm のス
プーンカット状になっている．また，全体的な地形はかなりうねっている．行動を打
ち切り，ラングホブデ雪鳥小屋泊．




への新ルートも，とくに大きな障害はなかった．取り付き地点 (図 2 の上陸可能地点 1，図 3
の LB 10) から大陸氷床にかけては，海岸線と平行に走る小クラック (幅数十 cm 程度) が数
本認められたが，雪上車の走行には問題なかった (図 3A)．なお，ブライボークニーパ北縁
側にもう1箇所上陸可能地点を確認した (図 2 の上陸可能地点 2)．






・日程: 2002 年 2 月 3 日~ 2 月 7 日
・メンバ :ー 勝田　豊 (リーダ )ー，金野宏明，下野戸憲義，西田　淳 (いずれも第 43 次夏隊)
・行動概要:当初計画では 2 泊 3 日の行動を予定していた．しかし実際に候補地の測量を開
始してみると，予想以上の時間を要することが判明したため，調査日程の延長を第 43 次
隊長に要請した．結果として悪天候による停滞 1 日もプラスされ，4 泊 5 日の行動となっ





2 月 3 日: 0950「しらせ」を発艦．いったん昭和基地に寄り，メンバー 1 名及び器材の
一部を搭載した後，調査候補地に向かう．1030 頃，調査候補地に到着．ヘリコプタ
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図 4 第 43 次隊によって設置された滑走路候補地と気象測器
Fig. 4. Proposed runway site and meteorological observation system established by JARE-43.
図 5 滑走路候補地のA0 点を基準とした測線A (A0–A30) と測線C (C0–C30) の高低差
Fig. 5. Elevation difference profile on the proposed runway site along A0–A30 and C0–C30, respectively．
ー着陸地点周辺の氷状調査 (安全確認) を実施しながら幕営地の選定を行う．幕営準備
終了後，滑走路候補地の選定 (設定) 作業を行う．
2 月 4 日: 終日，候補地測量の実施．
2 月 5 日: 午前，候補地測量の実施．午後，無人気象観測装置の設置．
2 月 6 日: 終日強風のため測量作業できず．無人気象観測装置の動作確認のみ行う．




より磁方位 238°の方向に長さ約 3 km，幅 100 m の滑走路候補地を設定し，オートレベルを


























大型航空機用裸氷上滑走路 (長さ 3000 m，幅 100 m) の設置条件として，以下の項目があ
げられる．
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